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Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステムファームウェア 5.19.0 
のご使用にあたって

このマニュアルでは、Sun Fire E2900、Sun Fire V1280、および Netra 1280 システム
のファームウェアリリース 5.19.0 に関する 新情報と、新しい機能および変更された
機能について説明します。

このマニュアルでは、次のトピックについて記載します。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジ (E2900/V1280/Netra 1280) システムの
ファームウェアのマニュアル

■ 5.19.0 リリースで導入された機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire エントリレベルミッドレンジ 
(E2900/V1280/Netra 1280) システムの
ファームウェアのマニュアル

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』(Part No. 
819-3266-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 819-3261-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.19.0 ご使用
にあたって』(Part No. 819-3256-10)
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5.19.0 リリースで導入された機能
この節では、Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムでの 5.19.0 リリースの新
機能について簡単に説明します。

サポートされているボードの種類

5.19.0 リリースでは、次のボードをサポートしています。

■ PCI-X I/O ボード – これらのボードは、showboards コマンドの出力で PCI-X 
I/O Board として識別されます。I/O ボードの取り付けまたは交換の詳細は、
『Sun Fire E2900 システムサービスマニュアル』(817-6475) または『Sun Fire 
V1280/Netra 1280 システムサービスマニュアル』(817-4511)、および『Sun Fire 
E2900 PCI-X I/O アセンブリ設置マニュアル』(819-3348-10) を参照してくださ
い。

■ UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボード – UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボード
を使用したシステムのアップグレードの詳細は、『Sun Fire E2900/V1280 1.5 GHz 
CPU/メモリーボードのアップグレード要件』(819-3349-10) および『Sun Fire 
E2900 システムサービスマニュアル』(817-6475) または『Sun Fire V1280/Netra 
1280 システムサービスマニュアル』(817-4511) を参照してください。

ウォッチドッグタイマーのサポート

ウォッチドッグメカニズムは、システムのハングアップ、あるいはアプリケーション
のハングアップまたはクラッシュが発生した場合に、それらを検出します。ウォッチ
ドッグは、オペレーティングシステムとユーザーアプリケーションが動作しているか
ぎり、ユーザーアプリケーションによって継続的にリセットされるタイマーです。

Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムでは、ウォッチドッグはアラーム 3 と
関連付けられています。

ウォッチドッグタイマーおよびアラーム 3 の詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッ
ドレンジシステム管理マニュアル』を参照してください。
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POST のパフォーマンスの向上

5.19.0 ファームウェアでは、電源投入時自己診断 (POST) 処理の実行に必要な時間が
短縮されています。並列テストアルゴリズムの使用に加えて、コードの 適化も行う
ことによって、以前のバージョンのファームウェアで提供された障害診断の適用範囲
を同様に維持しながら、テスト時間を大幅に短縮することができました。

5.19.0 リリースと 5.18.0 リリースを比較すると、Sun の計測では POST の経過時間が 
20 ～ 70 % 短縮されています。使用しているシステムの構成や diag-level および 
verbosity-level などのファームウェア構成パラメタの設定によって、実際に短
縮される割合は異なる可能性があります。もっとも大幅な向上は、UltraSPARC IV ま
たは UltraSPARC IV+ プロセッサを装備し、十分な量のメモリーを搭載したシステム
が、diag-level 値に mem1 または mem2 を使用して動作している場合に見られる可
能性があります。

可用性機能の拡張

5.19.0 ファームウェアリリースは、Solaris 10 オペレーティングシステムが動作して
いるドメインを持つシステムで使用した場合に、Solaris が検出したハードウェア障
害イベントに関する情報を提供します。この情報は、Solaris ソフトウェアによって
取り込まれてからシステムコントローラに伝達されます。システムコントローラは、
自動診断 (AD) およびドメイン (DOM) のイベントメッセージを通じてこの情報を報
告します。

5.19.0 でのコマンドの追加または変更

5.19.0 では、次の SC コマンドが追加されました。

■ forcepci – PCI-X ボードのデフォルト PCI モードの設定。
■ showalarm – アラーム 3 引数の追加。
■ setalarm – アラーム 3 引数の追加。

これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコント
ローラコマンドリファレンスマニュアル』の説明を参照してください。
Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.19.0 のご使用にあたって 3



一般的な情報

エントリレベルミッドレンジシステムの要件

Sun Fire E2900 システムでは、5.17.0 以降のファームウェアと、Solaris リリースの
小要件として Solaris 8 2/04 以降または Solaris 9 4/04 以降のオペレーティング環境
が必要です。UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードまたは PCI-X I/O ボード (ある
いはその両方) を搭載した Sun Fire E2900 システムおよび Sun Fire V1280 システムで
は、5.19.0 ファームウェアと、Solaris リリースの 小要件として Solaris 10 または 
Solaris 9 オペレーティングシステム (使用可能な場合) の互換リリースが必要です。

ミッドレンジエントリレベルシステムの一部のハードウェアコンポーネントでは、次
に示すとおり、ファームウェアバージョンの 小要件を満たす必要があります。

■ UltraSPARC IV CPU/メモリーボードには、5.17.0 以降のファームウェアが必要。
■ UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードには、5.19.0 以降のファームウェアが必

要。

注 – SC V2 が構成されているエントリレベルミッドレンジシステムで、UltraSPARC 
IV CPU/メモリーボードを取り付けていない場合は、5.17.0 以降のファームウェアリ
リースを 5.13.001x にダウングレードできます。ただし、これらの以前のリリースで
は、5.17.0、5.18.0、または 5.19.0 で導入された機能がサポートされないことに注意し
てください。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアの更新手順 (アップグレードおよびダウングレード) は、『Sun Fire 
エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』に記載されています。

表 1 エントリレベルミッドレンジシステムでサポートされるファームウェアおよびソフトウェアの
小バージョン

Sun Fire E2900 システム Sun Fire V1280/Netra 1280 システム Solaris 8 OS Solaris 9 OS

5.17.0 ファームウェア 5.17.0 ファームウェア Solaris 8 2/04 Solaris 9 4/04

5.13.001x ファームウェア Solaris 8 2/02 Solaris 9 4/03
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Sun Fire エントリレベルミッドレンジシ
ステムの既知の制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグについてのみ説明します。
README ファイルには、Sun の内部だけで検出されたバグも含めて、すべてのバグの
一覧が記載されています。

ファームウェアのアップグレードによって接続形
式が変更される (バグ ID 5060748、6255332)
エントリレベルミッドレンジシステムのファームウェアを 5.17.x、5.18.x、または 
5.19.x から 5.13.x に更新したあとで接続形式を変更した場合、そのあとでファーム
ウェアを 5.17.x、5.18.x、または 5.19.x に更新して戻すと、5.13.x で新たに選択した
接続形式は保証されません。ファームウェアを 5.13.x から 5.17.x、5.18.x、または 
5.19.x に更新すると、5.13.x で変更する前に 5.17.x、5.18.x、または 5.19.x で使用して
いた元の接続形式が復元されます。

回避策: システムの安全性を確保するために、setupnetwork コマンドを使用して、
接続形式を明示的に設定してください。

setkeyswitch または testboard 処理のあと
で、ボードの状態が不正になる (バグ ID 5066326)
ドメインでパニックが発生したあと、またはドメインでエラーが検出された場合、そ
の後に実行された setkeyswitch または testboard 処理の出力には、ボードプロ
セッサの状態が Unknown であると表示されます。

回避策: システムコントローラを再起動してください。
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sgcn_output_line(): OBP console 

blocked; message data lost (バグ ID 
4939206)

Solaris ソフトウェアまたは OpenBoot PROM からのデータの提供が、システムコン
トローラによるコンソールへのデータの書き込みよりも速い場合は、表示されないコ
ンソールメッセージが存在することを示すメッセージが表示されます。

回避策: ありません。

電源障害によって SEEPROM の内容が破壊される
場合がある (バグ ID 5093450)
セグメントの追加処理中に電源障害および SC の再起動が発生すると、再起動時に 1 
つ以上の SEEPROM セグメントが破壊される場合があります。ただし、このような
エラーメッセージが表示された場合でも、ドメインの可用性には影響ありません。

回避策: ありません。

SC コンソールに「(tSshConn): memPartAlloc: 
block too big」というメッセージが表示される (バ
グ ID 6279689、6229067)
複数のユーザーが、SSH 接続を使用して同時に SC に接続しようとすると、SC でパ
ニックが発生し、次のメッセージが SC コンソールに表示される可能性があります。

回避策: ありません。

schostname:A> 0x3c27b78 (tSshConn): memPartAlloc: block too big - 
40947 in partition 0x3b8c7d0.
[0x3c27b78] xrealloc: out of memory (new_size 40947 bytes)
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showcomponent の状態は disabled だが、
enablecomponent の状態は enabled である (バ
グ ID 6284667)
コンポーネント名を簡略形式で指定すると、enablecomponent コマンドがコン
ポーネントの状態を誤って報告する場合があります。次に例を示します。

回避策: /N0/IB6/P1/B1/C4 など、完全指定のコンポーネント名を使用してくださ
い。

lom> showcomp ib6

Component           Status   Pending  POST   Description
---------           ------   -------  ----   -----------
/N0/IB6/P0          enabled  -        untest IO Controller 0
/N0/IB6/P1          disabled -        untest IO Controller 1
/N0/IB6/P0/B0       enabled  -        untest 100/66/33MHz. PCIX/EPCI/PCI Bus
/N0/IB6/P0/B1       enabled  -        untest 33MHz. PCI Bus
/N0/IB6/P1/B0       disabled -        untest 100/66/33MHz. PCIX/EPCI/PCI Bus
/N0/IB6/P1/B1       disabled -        untest 100/66/33MHz. PCIX/EPCI/PCI Bus
/N0/IB6/P0/B1/C0    enabled  -        untest 33MHz. 3.3V Short PCI card
/N0/IB6/P0/B1/C1    enabled  -        untest 33MHz. 3.3V Short PCI card
/N0/IB6/P0/B0/C2    enabled  -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card
/N0/IB6/P0/B0/C3    enabled  -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card
/N0/IB6/P1/B1/C4    disabled -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card
/N0/IB6/P1/B1/C5    disabled -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card
/N0/IB6/P1/B0/C6    disabled -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card
/N0/IB6/P1/B0/C7    disabled -        untest 100/66/33MHz. 3.3V Long/Short 
PCIX/EPCI/PCI card

lom> enablecomp ib6/c4 ib6/c5 ib6/c6 ib6/c7
ib6/c4: is already enabled.
ib6/c5: is already enabled.
ib6/c6: is already enabled.
ib6/c7: is already enabled.
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poweron が失敗を返したときに、誤ったメッセー
ジが出力される (BugID 6287631)
一部のサポートされていないコンポーネントを使用すると、「component: does not 
have grid power」などの、誤解を招くようなメッセージが生成される場合があり
ます。次に例を示します。

回避策: 指定した IB 内のすべてのコンポーネントがサポートされていることを確認し
てください。

RTOS: SC が ping に応答しないが、tNetTask 
は動作しているように見える (バグ ID 6287893)
状況によっては、システムコントローラへの Ethernet 接続がハングアップする可能
性があります。ただし、シリアル接続は引き続きアクセスできます。

回避策: システムコントローラを再起動してください。

lom> poweroff all
...
/N0/IB6: does not have grid power
/N0/IB7: does not have grid power
/N0/IB8: does not have grid power
/N0/IB9: does not have grid power
...
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